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許すな!安 倍政権の 「世界一企業活動が しやす い国作 り」

派遣、非正規、過労死、賃金低下、いまでもたまらないのに

安
倍
政
権
は

「
世
界

一
企
業
活
動
が
し
や
す
い
国
を
め
ざ
す
」
と
い
う
方
針

で
、
労
働
法
制

・
規
制
を
野
放
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

解
雇
の
自
由
化
、
限
定
正
社
員
化
、
未
払
残
業

の
ム
ロ
法
化
な
ど
、
見
過
ご
せ

な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

「
企
業
活
動
が

し
や
す
い
国

作
り
」
で
狙

っ
て
い
る

の
は
、

賃
金
が
安
い
、
労
働
条
件
が
悪

い
、
労
働
者
が
文
句
を
言
わ
な

い

・
要
求
を
出
さ
な
い
、
団
結

し
な
い
国
で
す
。

い
ま
で
も
厳
し
い
労
働
環
境

を

こ
れ
以
上
悪
く
さ
せ
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

運
動
と
あ
わ
せ
て
、
夏
の
参

院
選
を
政
策
転
換
さ
せ
る
機
会

に
し
ま
し
ょ
う
。

▲
解
雇
の
自
由
化

日
本

の
労
働
基
準
法
に
は
、

「
解
雇
規
制
」
条
項
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
長
い
た
た
か
い
で

「
整

理
解
雇
の
4
要
件
」
と
い
う

「
正

当
な
理
由
が
な
け
れ
ば

解
雇
で

き
な
い
」

ル
ー
ル
が
通
用
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
を

「
お
金
さ
え
払
え
ば

解
雇
も
自
由
」
に
変
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

▲
オ
ー
ル
非
正
規
化

「
多
様
な
働
き
方
」
と
の
名

目
で
、
勤
務
地
や
職
務
を
限
定

し
た

「限
定
正
社
員
制
度
」
を

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

会
社
の
都
ムロ
で
事
業
所
閉
鎖

や
移
動
が
あ
れ
ば
自
動
的
に
解

雇

(契
約
終
了
)
で
す
。
働
く

者
使
い
捨
て
の
政
策
で
す
。

ら
も
居
る
。
死
ね
」
と
言
う
の

と
同
じ
で
す
。

▲
未
払

残

業

の
合
法

化

裁
量
労
働
制
や
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度
で
、
労
働
時
間
を

大
幅
に
弾
力
化
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
横
行
し
て

い
ま
す
が
、
労
基
法
の
残
業
代

規
定
が
な
く
な
れ
ば
残
業
代
が

入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

い
ま
で
も

「残
業
代
が
あ
る

か
ら
食
べ
て
い
け
る
」
の
が
実

情
で
す
か
ら
、
「代
わ
り
は
い
く

『
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全労連の 「許すな労働 ビッグバ ン」の街宣

原発ゼロ中央集会
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原
発
再
稼
働
と
「
世
界

一
安
全

な
原
発
」
に
お
墨
付
き
を
与
え
る

た
め
の
「
新
規
制
基
準
」
策
定
に
、

政
府

の
原
子
力
規
制
委
員
会
が

躍
起
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま

で
は

「
新
規
制
基

準
」
が
、
新
安
全
神
話
づ
く
り
に

な
る
こ
と
は
明
ら
か
か
で
す
。

そ
こ
で
、
3
つ
の
組
織
が

「
世

論

の
力
で
原
発
ゼ

ロ
実
現
」
を
目

指
し
て
、
6

・
2
行
動
が
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

東
京
明
治
公
園
に
全
国
か
ら

1
万
8
千
人
が
集
ま
り
、
集
会
と

デ
モ
。

芝
公
園
で
は
7
千
人
が
集
会
。

タ
方
に
は
共
同
し
て
6
万
人

で
国
会
包

囲
行
動
を
行

い
ま
し

た
。三

重
か
ら
は
「
原
発
な
く
せ
三

重
県
民
会
議
」
の
バ
ス
で
30

人
、

電

車

な
ど

で

20

人

程
が

参

加

し
、
元
気
を
も
ら

っ
て
帰
り
ま
し

た
。

第

84

回

メ
ー
デ

ー

み
え
労
連
関
連
メ
ー
デ
ー

3
ヶ
所
で

5
月
1
日
は
メ
ー
デ

ー
発
祥
の
記
念
日
で
す
。
ム
フ
年
も
こ
の
日
に
こ
だ
わ

っ
て

メ
ー
デ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
要
求

・
課
題
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

託
穫

.

二L』 ■■■■■■■■M己1■ ■■

尾鷲では、市職労中心に80人 が集 りま した。

県中央メーデーを津で。南勢労連はマイクロバス

を仕立てて参加 しました。 参加者350人 。

三重からのバス参加者

 

、
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、罵
聾

麟

翌
130人 参加北勢労連は、恒例の 「トワイライ トメーデー」

寿
町
か
ら

▽
神
奈
川
県
で
ー
0
2
名
の

労
働
者
が
最
賃
裁
判
を
た
た

か
っ
て
い
ま
す
。

▽
2
0
0
7
年
に
最
低
賃
金

法
が
改
正
さ
れ
、
「生
活
保
護

基
準
を
下
回
ら
な
い
こ
と
」
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
神
奈
川

な
ど
6
都
道
府
県
で
下
回

っ

て
い
ま
す
。

▽
政
府

・
厚
労
省
は
引
き
上
げ

額
を
抑
え
る
た
め
、
計
算
方
法

で
5
つ
の
ご
ま
か
し
を
し
て

い
る
こ
と
が
裁
判
で
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

▽
こ
れ
を
最
賃
法
9
条
3
項

に
基
づ
き
正
直
に
計
算
す
れ

ば
全
国
で
1
0
0
0
円
以
上

の
額
と
な
り
ま
す
。

▽
国
連
の
社
会
権
規
約
委
員

会
は
、
5
月

21
日
ま
で
に

「慰

安
婦
」
問
題
や
教
育
の
分
野
で

の
差
別
禁
止
を
求
め
る
と
と

も
に
、
最
低
賃
金
の
水
準
が
必

要
な
生
計
費
に
比
べ
て
低
い

と
し
、
「
最
賃
の
水
準
を
決
定

す
る
際
に
は
、
労
働
者
と
そ
の

家
族
に
と

っ
て
の
生
計
費
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
ど
う
か

を
考
慮
に
入
れ
る
」
こ
と
を
求

め
、
最
賃
引
き
上
げ
を
勧
告
し

ま
し
た
。

▽
ムフ
年
の
メ
ー
デ
ー
の
帰
り

に
南
勢
労
連
の
有
志
が
三
重

労
働
局
を
訪
問
し
、
1
0
0
0

円
以
上
の
最
賃
を
求
め
る
請

願
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
最

賃
審
議
会
に
届
い
て
い
な
い

こ
と
が
判
明
し
、
南
勢
労
連
で

は
た
だ
ち
に
抗
議
を
行
い
ま

し
た
。

▽
憲
法

25
条
に
違
反
す
る
よ

う
な
最
低
賃
金

(
三
重
県
は
7

2
4
円
)
を
決
定
し
て
い
る
委

員
は
、
も
っ
と
真
剣
に
こ
の
問

題
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ

う
。

(俊
)

ー
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東

日
本

大

震

災

・
福

島

事

故

3
周
年

の
取

り
組

み

一一一重

県
で
4
ヶ
所
、
全
国
3
0
0
ヶ
所
以
上
で

日
本
と
世
界
を
震
憾
さ
せ

た
3
月

個

日
の
東

日
本
大
震

災
と
福
島
第

一
原
発
事
故
記

念
日
は
、
ム
フ
年
は
月
曜
日
で
し

た
。平

日
で
し
た
が
、
全
国
3
0

禦聴 憲 璽
9・{{㌣ ∵ 触'

,。轡.

6s

`も嶋 《砿
駄

蕊
・曝
軋
δ

煽

 砿
罐

O
余

の
地
域
で
、
県
内
で
も
9

日

・
10

日
を
中
心
に
4
ヵ
所

で

「
原
発
な
く
ぜ
」
を
訴
え
る

集

会
と
パ

レ
ー
ド
が

開
か
れ

ま
し
た
。

}

、
幽

叩
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.
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義
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醐
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晦
み ノ

1曇 勢

津会場で集会アピールを作成 ・報告する若い 「ハハ ノワ」のみなさん

▲
ほ
な

っ
!
さ
い
な
ら
原
発

四
日
市
市
民
公
園
に
8
0

人
が
参
加
。

▲
さ
よ

う
な
ら
原
発

三
重
パ
レ
ー
ド

6
0
0
人
の
参
加
で
大
成

功
。
お
城
西
公
園
か
ら
中
電

前

・
2
3
号
線
を
ー

・
4
k

m

パ

レ
ー
ド
し
て
市

民
に
訴

え

ま
し
た
。

▲
さ

よ

う
な

ら

原

発

3

・
1
0
集
会

2
0
1
3

名
張

で
の
集

会
に
2
5
0

人
が
参
加
。

▲
原

発
卒

業

え

え

じ

ゃ

な

い
か
パ

レ

ー
ド

5
0
人
が
、
伊
勢
市
駅
と
外

宮

の
間
を
パ
レ
ー
ド
。
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春闘行動のひ とつ。 トヨタ総行動

 

こ
の
要
請
行
動

で
、
「
不
況

克
服
の
道
は
賃
上
げ
、
下
請
け

単
価
の
切
り
上
げ
に
あ
る
」
と

い
う
声
が
、
よ
う
や
く
世
論
に

λっττ良かった全労連共済

南勢ユニオンY生

失
業
し
ま

し
た
が
、

50

歳
代
と
い
う

年
齢
と
足
の

障
害
で
就
職

で
き
ず
、
や

む
な
く
自
営

ア
ル
バ
イ
ト

で
廃
品
回
収

を
行

つ
て
い

ま
し
た
。

あ
る
日
、
方
向
転
換
の
た
め
車

を
バ
ッ
ク
し
た
時
、
後
部
が
衝

突
。2

～

3
日
後
に
頸
部
に
痛

み
を
感
じ
入
院
す
る
こ
と

に
な

っ
て
し

ま
い
ま

し

た
。入

院
費
や
失
業
中
の
生

活
費
に
困
り
ま
し
た
が
、

自
動
車
共
済
と
交
通
災
害

共
済
の
給
付
金
で
な
ん
と

か
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
つ
く
づ
く
共
済
に

加
入
し
て
い
て
よ
か

っ
た

と
思
い
ま
す
。

春

全
労
連
内
の
単
純
平
均
5
4
4
5
円
曽

▲

賃
上
げ
な
ど

県
内
の
医
療
福
祉
生
協
の

経
営
は
統

一
さ
れ
ま
し
た
が

労
働
条
件
は
各
地
域
で
マ
チ

マ
チ
の
ま
ま
で
す
。

そ
こ
で
統

一
要
求
を
出
し

ま
し
た
が
「定
期
昇
給
は
旧
法

人
の
運
用
に
基
づ
き
実
施
」と

統

一
の
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
時
金
は
「予
算
編
成
し
て
か

ら
」
と
の
回
答
で
し
た
。

建
交
労
も
毎
年
分
会
ご
と

に
要
求
書
を
出
し
ま
す
が
、ムフ

年
も
厳
し
い
回
答
で
す
。

▲

ス
ト
ラ
イ
キ

伊
勢

日
赤
労
組
と
通
信
労
組

が
取
り
組
み
ま
し
た
。

▲

全
国
の
途
中
集
計

全
労
連

の
4
月

26

日
現
在

で
、
有
額
回
答
3
2
5
組
ム
ロ
、

単
純

平
均

で
5
4
4
5
円
の

引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

▲

み
え
労
連
の
取
り
組
み

経
営
者
団
体
、
自
治
体
、
県

内
に
本
社
機
能

の
あ
る
銀
行

3

つ
と
企
業
4
つ
、
計

27

ヶ

所
を
訪
問
し
、
要
請

・
懇
談
し

て
き
ま
し
た
。

な

っ
て
き

た
こ
と
を
実
感

し

ま
し
た
。

憲
法
キ

ャ
ラ
バ

ン

原
発

・
T
P
P

賃
下
げ
な
ど
多
彩
に

第
6
回
「
み
え
労
連
憲
法
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

ム
フ
回
も
憲
法
に
つ
い
て

の
具
体
的
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
全

自
治
体
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
、
ま
と
め
を
届
け
て
懇
談
、

要
請
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
原
発
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
「
国
交
省
の

地
方
整
備
局
廃
止
問
題
」
「
T

P
P
」
な
ど
を
重
点
に
質
問
し

ま
し
た
。

首
長
の
回
答
で
、
原
発
再
稼

働
せ
ず
廃
炉
が

10

首
長
。
19

首
長
が
「
安
全
性
を
確
認
が
最

優
先
」
「
段
階
的
に
廃
止
」
「
長

期
的
に
は
減

ら
す

べ
き
」
な

ど
、
安
全
性
に
関
わ
る
回
答

翻

1帥

「埴

趨
pli

 

劉

♂
鳥羽市との懇談風景

 

で
し
た
。

記
事
を
書
き
な
が
ら
「原
発

は
安
全
性
や
経
済
性
で
は
な

く
い
の
ち
の
こ
と
と
考
え
る

の
が
基
本
」
と
い
う
6
・
2
集

会
の
報
告
が
頭
を
か
す
め
ま

み

え

労

連

ト

ピ

ツ

ク

ス

し
た
。

い
ま
、
国
家
公
務
員
の
賃

下
げ
な
み
の
賃
下
げ
攻
撃
が

地
方
公
務
員
に
強
要
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
あ
わ
せ
て

「
引
き
下
げ
は
県
内
経
済
に

90
余
億
円
の
負
の
影
響
を

与
え
る
」
と
の
試
算
を
示
し

て
引
き
下
げ
中
止
を
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

引
き
下
げ
し
な
い
自
治
体

が
あ
る

一
方
、
条
例
案
を
議

会
に
出
し
た
自
治
体
も
あ
り

ま
す当

局
か
ら
も

「
職
員
減
に

こ
れ
だ
け
努
力
し
て
き
た
の

に
賃
下
げ
強
要
な
ん
て
怒
り

心
頭
で
す
」
な
ど
の
意
見
も

聞
か
れ
ま
す
。

弁護士が詰めて

いただけることに

毎月第2水 曜日

,M5時 ～6時30分

上記日時に、弁護士がみ

え労連で法律相談を受け

ていただけることになり

ました。

法律問題で相談事のあ

る方は、みえ労連に電話

して弁護士に相談を!

鰺

性 部

驚くべき碑力

 

女

鎌

垂ブロック女性交

戦と讃える「大東亜

名タクユニオン

「客待ち時間は労働時間で

ある」との前提で、大胆な手

法をとってくれた こと、付加

金も認めてくれた ことで、画

期的な判決とのことです。

定にはなりまぜんでした

後

記

▲
本
来
は
5
月
号
で
発
行
な

の
で
す
が
、
記
事
の
内
容
に
決

定
的
ミ
ス
が
あ
り
、
5
月
号
を

廃
棄
し
て
6
月
臨
時
号
に
し

ま
し
た
。
7
月
号
は
予
定
通
り

発
行
し
ま
す
。


